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�平成32年の将来人口は、6,144人となり、平成12年との比較では、3,220人減少すると予定されていま
す。
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（単位：人）

H 32H 27H 22H 17H 12H 7H 2S 60S 55S 50
年

項目

6,1446,9507,7688,5899,36410,10210,94412,25613,25413,624総人口

（資料：国勢調査、�統計情報研究開発センター）
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■年齢別人口は、年少人口（0歳～14歳）と生産年齢人口（15歳～64歳）が減少し、老年人口（65歳
以上）が増加しています。平成32年と平成12年との比較では、年少人口は648人の減、生産年齢人口
は2,550人の減、老年人口は22人の減と推計され、特に老年人口の割合は、平成32年で40.5%になると
推計されています。
■将来羽幌町では、働く年代の人や子どもが減り、高齢者が多くなると推計されています。このこと
は、「税金を納める人が減り」、「反対に使う人が増える」ことになります。（年金、保健、福祉、医療
など高齢者に係るものに負担が大きくなります。）また、働く人が減ることにより、生活に必要なも
のを作ったり、買ったりすることが低くなり、また地域活動が低くなることも心配されます。

◎考えていかなければならないこと
　高齢者が、家庭、地域など各分野に置いて、「豊かな経験と知識、技能を地域社会」で発揮しても
らい生きがいと、潤いのあるサービスの一助を担っていただくこと。
　羽幌町がしごとをしていくうえで、国などから入ってくるお金もだんだん厳しくなってきますが、
今までのしごとのやり方を見直し、今まで以上に「計画的に、効率よく」実行していかなければなり
ません。

�自然動態は、横ばいの傾向となっていますが、社会動態は、一時的に増加した年もありますが、減少
傾向が続いています。これは、転入者より、転出者が多いためであり、若い人の働く場所が少なく羽幌町
から転出するひとつの原因でもあります。
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（単位：人）

H 12H 11H 10H 9H 8H 7H 2S 60年
項目

△ 043△ 041△ 035△ 056△ 037△ 055△ 0333自然動態増減
（出生－死亡）

△ 099△ 066△ 141△ 081△ 116△ 061△ 231△ 264社会動態増減
（転入－転出）

△ 00200032925そ の 他 増 減
△ 144△ 107△ 176△ 137△ 150△ 114△ 255△ 236増 減 率

（住民基本台帳による）

（単位：人）

H 32H 27H 22H 17H 12H 7H 2S 60年
項目

5256337659151,1731,4611,8622,414年 少 人 口
（０歳～１４歳）

3,1283,7054,3635,0425,6786,3677,0788,053生産年齢人口
（１５歳～６４歳）

2,4912,6122,6402,6322,5132,2742,0041,789老 年 人 口
（６５歳以上）

6,1446,9507,7688,5899,36410,10210,94412,256計
（資料：国勢調査、�統計情報研究開発センター）


